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【Ⅲ．指標による評価】
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達成
　NPO設立法人数は23年度に比較し減少しているものの、一定数の法人が設立され、解散や認証取消となった法人数を上回ったことから、ＮＰＯ法人
数は23年度末から14法人増加した。

達成達成
　「おおいたボランティア・ＮＰＯセンター」と「大分県ボランティア・市民活動センター」が連携を深めたほか、九州北部豪雨災害時の災害ボランティアの
活躍などもあり、一定の増加が見られた。

達成
　23年度の「おおいたＮＰＯ情報バンク」改修の際、未登録ＮＰＯ法人について県で登録処理を進めたため登録数が増加した。24年度は、登録団体数
が順調に増加したが、認証取消となったＮＰＯ法人が登録削除となったため、23年度と同様の登録団体数で推移している。

おおいたＮＰＯ情報バンクの登録団体数（件） ③ H22 397 520 600

ボランティア登録者数（人） ② H20 109,291 134,000 146,000

ＮＰＯ法人数（法人） ① H16 201 481
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基準値 ２４年度 ２５年度

取組項目 ＮＰＯ法人の設立支援 ＮＰＯ・ボランティアの育成、活動支援
ＮＰＯ・ボランティアの情報発信の支援、

ネットワークの強化

施策評価調書（２４年度実績）
施策コード Ⅲ－３－（１）

政策体系
　施策名　ＮＰＯ（ＮＰＯ法人･ボランティア団体･市民活動団体等）の育成 所管部局名 生活環境部 長期総合計画頁 131

　政策名　多様な県民活動の推進 関係部局名 生活環境部



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】
取組
№

取組
№

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

○第１回大分県協働推進会議(H24．11）
・北部豪雨災害のときに参集した１万人に及ぶ災害ボランティアの活動を今後に活かすよう
な、ＮＰＯ支援も考慮すべき。

○第２回大分県協働推進会議(H25．3）
・ボランティアとＮＰＯの連携について、互いに語り合える場の設定など、より前進できる
ような対応を考えてほしい。

総合評価 施策展開の具体的内容

Ａ
・今後も、認定・仮認定ＮＰＯ法人や指定ＮＰＯ法人が誕生するよう、特定非営利活動促進法や制度の普及・啓発に努める。
・大分県版市民ファンド「めじろん共創応援基金」と連携し、ＮＰＯの運営基盤強化にさらに取組む。
・災害ボランティアセンター運営支援事業の実施などを通じ、県ボランティア・市民活動センターとの連携を深める。

③
・災害ボランティア調整業務に取り組んだ結果、1万人に及ぶ災
害ボランティアが九州北部豪雨災害時に復旧活動で活躍した。

②
・全国で2番目となる県指定ＮＰＯ法人が誕生し、今後、県内ＮＰＯ
法人の活動に対する理解や支援が広がることが期待される。

終了 119

福祉ボランティア・市民活動推進事業 9,250 継続 86

福祉ボランティア活動活性化事業 16,840 継続 85

指標以外の観点からの評価 事業名（２４年度事業）
事業コスト

（千円）
２５年度の
実施状況

主要な施策の
成果掲載頁

①
・大分県第1号となる認定ＮＰＯ法人が誕生し、今後同様に認定Ｎ
ＰＯ法人申請を目標に掲げ、運営基盤の強化等に取り組むＮＰＯ
法人が増えることが期待される。

②

ＮＰＯ等活動活性化支援事業 102,794


